
4. 波積ダム検証に係る検討の内容 
4.2 概略評価による治水対策案の抽出 

 4-41 

4.2.21 宅地のかさ上げ、ピロティー建築等 
家屋に対しては目標とする治水安全度 1/50 を確保することができるが、生産基盤である都治

川沿川の耕地への氾濫を許容する案であり、地元の理解を得ることが困難である。 
このため、宅地のかさあげ、ピロティー建築等の案を抽出しない。 

 

 

図 4.2.24 宅地のかさ上げ・ピロティー建築のイメージ 
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4.2.22 土地利用規制 
生産基盤である都治川沿川の耕地への氾濫を許容する案であり、地元の理解を得ることが困難

である。 
このため、土地利用規制は抽出しない。 

 
 

 
出典：今後の治水対策のあり方に関する有識者会議   

図 4.2.25 土地利用規制のイメージ（都市計法上の措置） 

 
 

 

図 4.2.26 土地利用規制のイメージ（建築基準法上の措置） 

市街化調整区域のうち、溢水、湛水等による災害の発生のおそれのある土地の区域については、 
市街化区域への編入は原則として行わない。 

災害区域の指定により、氾濫する区域の開発等を抑制する。 

出典：今後の治水対策のあり方に関する有識者会議
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4.2.23 水田等の保全 
都治川流域内の水田面積は全体の約 5％であり、水田を保全しても多くの流量低減効果を期待

できない。そのため、畦畔の整備を行い、出来るだけ水田の貯留効果が発現する検討を行った。

その結果、基準点における洪水低減効果が 0.62%となり、その対策に費やす事業費は 3.0 億円と

なった。 
洪水低減効果がわずかであり、事業の投資効果が低いため、水田等の保全は抽出しない。 

 
＜検討内容＞ 

水田等の保全をした上で、水田を整備（畦畔かさ上げ）して、都治橋基準地点でのピーク流量

に対する効果を定量的に評価した。 
なお、洪水時には水田所有者による貯留操作が必要となるため、関係者の理解を得ることが課

題となる。 
 

【検討条件】 
都治川における基本高水は、水田や森林など現況の土地利用状況を見込んでいるが、ここでは

さらに、都治川流域（49.4km2）内の全ての水田（2.4km2）について以下の施設を整備する。 
 

【検討施設】 
水田（2.4km2）について、治水上の機能を現状より向上させるため畦畔（かさ上げ：貯留深 15cm）

を整備する。 

 

【検討結果】 
 ①都治橋基準地点での計画高水流量・・・230m3/s 
 ②都治橋基準地点での基本高水流量 
  （施設が無い場合の流量）・・・・・・302.97m3/s 
 ③低減しなければならない流量（②-①） 
              ・・・・・・72.97m3/s 
 ④水田を保全整備した場合 ・・・・・・302.51m3/s 
 ⑤調節量         ・・・・・・  0.46m3/s 
 ⑥低減効果        ・・・・・・  0.62% 
 ⑦上記②及び④の水位差  ・・・・・・ ▲0.4 ㎝ 
 
事業費 ３．０億円
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面積 水田 畑 森林 宅地 内水面 その他

(km2) (km2) (km2) (km2) (km2) (km2) (km2)
2.4 0.6 42.5 0.3 0.2 3.4

4.9 % 1.2 % 86.0 % 0.6 % 0.4 % 6.9 %

流域名

都治川流域 49.4
 

図 4.2.27 都治川流域における土地利用状況 

 

参考）国土交通省国土計画局国土数値情報 
ダウンロードサービス HP「土地利用」より 

  

波積ダム

南川 

北川 

都治川 

都治橋基準地点 
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4.2.24 森林の保全 
都治川の流域内の森林面積は全体の約 86％で、契機災害である昭和 46 年頃のデータと比較し

ても同程度であり、森林の保水効果については、洪水量の算定の際に見込んでいる。 
このため、森林の保全は抽出しない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：今後の治水対策のあり方に関する有識者会議   

図 4.2.28 森林の保全のイメージ 

 
4.2.25 洪水の予測、情報の提供等 

島根県においては、洪水時に降雨や水位の情報を提供するとともに、平時から洪水ハザードマ

ップの整備などを実施している。 
都治川においても、都治橋基準地点における水位情報を提供しているが、目標とする安全度

1/50 が確保できない。 
このため、洪水の予測、情報の提供等は抽出しない。 

 

間伐作業 

下刈作業 

対策前 

現在 

植林作業 
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図 4.2.29 島根県水防情報 

 

 
 

出典：今後の治水対策のあり方に関する有識者会議  

図 4.2.30 洪水の予測のイメージ 
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4.2.26 水害保険等 
生産基盤である都治川沿川の耕地への氾濫を許容する案であり、地元の理解を得ることが困難

である。また、氾濫を許容した箇所に対しての損害保険であり、被害軽減を図ることが出来ない。 
このため、水害保険等は抽出しない。 

 

4.2.27 抽出しない対策案の複合検討 
これまでに検討した治水の方策 26 手法で、以下の複合案を検討した。 
・ 雨水貯留・浸透施設、水田等の保全の複合案 
・ 輪中堤、二線堤、宅地かさ上げ等の複合案 

 

(1) 雨水貯留・浸透施設、水田等の保全の複合案の検討 

これまでに検討した雨水貯留施設、雨水浸透施設及び水田の整備の複合案により、都治橋

基準地点でのピーク流量に対する調節効果を定量的に評価した。 
 

【検討条件】 

 対象箇所はこれまで検討した全ての箇所を選定する。 

【検討施設】 

 雨水貯留・浸透施設及び水田の整備の複合案とする 

【検討結果】 

 ①都治橋基準地点での計画高水流量・・・230m3/s 

 ②都治橋基準地点での基本高水流量 

  （施設が無い場合の流量）・・・・・・302.97m3/s 

 ③低減しなければならない流量（②-①） 

              ・・・・・・ 72.97m3/s 

 ④複合施設を設けた場合  ・・・・・・301.79m3/s 

 ⑤調節量         ・・・・・・  1.18m3/s 

 ⑥低減効果        ・・・・・・  1.62% 

 ⑦上記②及び④の水位差  ・・・・・・ ▲0.9 ㎝ 

 

事業費 ５．９億円 

 

 



4. 波積ダム検証に係る検討の内容 
4.2 概略評価による治水対策案の抽出 

 4-48 

(2) 輪中堤、二線堤、宅地かさ上げ等の複合案の検討 

 
【検討条件】 
・都治地区市街地において二線堤(輪中堤)or 宅地かさ上げにより家屋を浸水被害から防御する。 
・水田等の耕作地については土地利用規制による制限を条例により定める。 
・土地利用規制により災害危険区域に指定された耕作地については、保険制度などを策定する

ことにより被害補償を行う。 
・堤防に住宅が張り付いている箇所は、河道改修案の堤防かさ上げにより対応する。 
 
【検討結果】 
・農地に対しては河川整備計画で策定されている治水安全度が確保できない。 
・家屋等のある宅地は浸水しないが、水田等の耕作地は浸水する。 
・生産基盤である耕地への氾濫を許容する案であり、昭和 47 年 7 月豪雨相当の洪水を防ぐこ

とができず、土地所有者の理解を得ることが困難である。 
 

凡例

：保全対象地域（二線堤、輪中堤地域）

：二線堤（輪中堤）

：氾濫域，土地利用規制区域

都治橋基準点

都治地区市街地

：保全対象地域（宅地かさ上げ地域）

凡例

：保全対象地域（二線堤、輪中堤地域）

：二線堤（輪中堤）

：氾濫域，土地利用規制区域

都治橋基準点

都治地区市街地

凡例

：保全対象地域（二線堤、輪中堤地域）

：二線堤（輪中堤）

：氾濫域，土地利用規制区域

凡例

：保全対象地域（二線堤、輪中堤地域）

：二線堤（輪中堤）

：氾濫域，土地利用規制区域

都治橋基準点

都治地区市街地

：保全対象地域（宅地かさ上げ地域）

 

図 4.2.31 都治橋付近の対策のイメージ 
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4.2.28 治水対策案の抽出 
治水の方策 26 手法について都治川の地形条件や沿川の土地利用状況を踏まえ、方策の実現性

や治水安全度の向上、被害軽減効果などを基に概略評価を行い、6 案（①ダム、②遊水地、③放

水路、④河道の掘削、⑤引堤、⑥堤防のかさ上げ）を抽出した。 
概略評価により抽出した方策は、「表 4.2.2 河川を中心とした対策」及び「表 4.2.3 流域を

中心とした対策」に示す。 
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対

策
箇

所
に

効
果

有
り

。
目

標
と

す
る

安
全

度
確

保
が

可
能

。
可

能
○

○

6
引

堤
可

能
土

地
所

有
者

の
同

意
に

時
間

を
要

す
る

。
関

係
機

関
と

の
調

整
に

時
間

を
要

す
る

。
△

流
下

能
力

を
向

上
、

対
策

箇
所

に
効

果
有

り
。

目
標

と
す

る
安

全
度

確
保

が
可

能
。

可
能

○
○

7
堤

防
の

か
さ

上
げ

可
能

土
地

所
有

者
の

同
意

に
時

間
を

要
す

る
。

関
係

機
関

と
の

調
整

に
時

間
を

要
す

る
。

△
流

下
能

力
を

向
上

、
対

策
箇

所
に

効
果

有
り

。
目

標
と

す
る

安
全

度
確

保
が

可
能

。
可

能
○

○
H

W
L
が

上
昇

す
る

た
め

、
破

堤
時

の
被

害
が

増
大

す
る

。

8
河

道
内

の
樹

木
の

伐
採

可
能 河

道
内

に
現

在
繁

茂
し

て
い

る
樹

木
を

伐
採

す
る

こ
と

は
で

き
る

。
○

伐
採

箇
所

で
流

下
能

力
が

改
善

す
る

。

河
道

内
樹

木
を

全
て

伐
採

し
て

も
、

目
標

と
す

る
安

全
度

が
確

保
で

き
な

い
。

可
能

×
×

選
定

し
た

各
種

対
策

案
の

河
道

の
維

持
管

理
と

し
て

行
う

。

9
決

壊
し

な
い

堤
防

困
難

研
究

途
中

の
技

術
で

あ
る

た
め

、
現

段
階

で
は

使
用

で
き

な
い

。
×

－
－

－
－

×

1
0

決
壊

し
づ

ら
い

堤
防

困
難

研
究

途
中

の
技

術
で

あ
る

た
め

、
現

段
階

で
は

使
用

で
き

な
い

。
×

－
－

－
－

×

1
1

高
規

格
堤

防
可

能
土

地
所

有
者

の
同

意
に

時
間

を
要

す
る

。
ま

た
、

用
地

買
収

が
広

範
囲

で
、

補
償

物
件

が
多

数
発

生
す

る
。

△
流

下
能

力
を

向
上

、
対

策
箇

所
に

効
果

有
り

。
目

標
と

す
る

安
全

度
確

保
が

可
能

。
可

能
○

×
『

7
.堤

防
か

さ
上

げ
』

よ
り

コ
ス

ト
が

か
か

る
の

で
検

討
し

な
い

。

1
2

排
水

機
場

困
難

本
川

河
道

の
ピ

ー
ク

流
量

を
低

減
さ

せ
た

り
流

下
能

力
を

向
上

さ
せ

た
り

す
る

こ
と

に
は

寄
与

し
な

い
。

×
－

－
－

－
×

評
価

の
記

号
【

実
現

性
】

○
：

実
現

す
る

こ
と

が
可

能
で

、
か

つ
実

現
に

向
け

た
見

通
し

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
△

：
実

現
す

る
こ

と
は

可
能

だ
が

、
土

地
所

有
者

の
協

力
、

関
係

者
調

整
、

法
制

度
、

技
術

的
観

点
か

ら
実

現
に

向
け

た
見

通
し

が
十

分
確

保
さ

れ
な

い
。

×
：

適
切

な
箇

所
、

施
設

が
な

い
等

か
ら

実
現

が
困

難
で

あ
る

。
【

治
水

安
全

度
の

向
上

・
被

害
軽

減
効

果
】

○
：

対
策

効
果

・
範

囲
が

明
確

で
、

目
標

安
全

度
を

確
保

で
き

、
か

つ
定

量
評

価
が

可
能

×
：

上
記

い
ず

れ
か

が
不

可
能

－
：

実
現

性
評

価
が

×
の

た
め

、
評

価
対

象
外

。

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因
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表
 4

.2
.3
 
流
域
を
中
心
と
し
た
対
策
(
1/
2
) 

方
策

実
現

性
治

水
安

全
度

の
向

上
・

被
害

軽
減

効
果

対
策

案
の

選
定

備
考

土
地

所
有

者
の

協
力

の
見

通
し

・
技

術
上

の
観

点
等

評 価
効

果
の

内
容

・
範

囲
安

全
度

の
確

保
定

量
評

価
評 価

1
3

雨
水

貯
留

施
設

可
能

学
校

や
公

共
施

設
の

敷
地

を
雨

水
貯

留
施

設
と

し
て

の
整

備
は

可
能

○
雨

水
貯

留
施

設
に

貯
留

で
き

る
量

だ
け

、
ピ

ー
ク

流
量

を
低

減
で

き
る

。

調
節

効
果

は
ご

く
僅

か
な

た
め

、
目

標
と

す
る

安
全

度
は

確
保

で
き

な
い

。

あ
る

程
度

推
定

可
能

×
×

雨
水

貯
留

・
浸

透
施

設
、

水
田

等
の

保
全

の
複

合
案

で
も

調
節

効
果

は
僅

か
で

あ
る

た
め

選
定

し
な

い
。

1
4

雨
水

浸
透

施
設

可
能

宅
地

内
に

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
は

可
能

○
雨

水
浸

透
施

設
に

貯
留

で
き

る
量

だ
け

、
ピ

ー
ク

流
量

を
低

減
で

き
る

。

調
節

効
果

は
僅

か
な

た
め

、
目

標
と

す
る

安
全

度
は

確
保

で
き

な
い

。

あ
る

程
度

推
定

可
能

×
×

雨
水

貯
留

・
浸

透
施

設
、

水
田

等
の

保
全

の
複

合
案

で
も

調
節

効
果

は
僅

か
で

あ
る

た
め

選
定

し
な

い
。

1
5

遊
水

機
能

を
有

す
る

土
地

の
保

全
困

難
沿

川
に

遊
水

機
能

を
有

す
る

土
地

は
な

い
。

×
－

－
－

－
×

1
6

部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置

可
能

低
い

堤
防

の
箇

所
が

あ
る

が
、

土
地

所
有

者
の

理
解

を
得

る
の

に
時

間
を

要
す

る
。

△
ピ

ー
ク

流
量

を
低

減
、

対
象

箇
所

下
流

に
効

果
有

り
。

部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
し

て
も

目
標

と
す

る
安

全
度

が
確

保
で

き
な

い
。

あ
る

程
度

推
定

可
能

×
×

1
7

霞
堤

の
存

置
困

難
既

存
の

霞
堤

は
な

い
。

×
－

－
－

－
×

1
8

輪
中

堤
可

能
生

産
基

盤
で

あ
る

耕
地

へ
の

氾
濫

を
許

容
す

る
案

で
あ

り
、

地
元

の
理

解
を

得
る

こ
と

が
困

難
。

△
輪

中
堤

内
の

資
産

は
守

ら
れ

る
。

農
地

に
関

し
て

は
河

川
整

備
計

画
上

の
目

標
と

す
る

安
全

度
が

確
保

さ
れ

な
い

。

あ
る

程
度

推
定

可
能

×
×

輪
中

堤
、

二
線

堤
、

宅
地

か
さ

上
げ

等
の

複
合

案
で

検
討

し
て

い
る

が
、

地
域

へ
の

影
響

が
大

き
い

た
め

選
定

し
な

い
。

1
9

二
線

堤
可

能
生

産
基

盤
で

あ
る

耕
地

へ
の

氾
濫

を
許

容
す

る
案

で
あ

り
、

地
元

の
理

解
を

得
る

こ
と

が
困

難
。

△
二

線
堤

内
の

資
産

は
守

ら
れ

る
。

農
地

に
関

し
て

は
河

川
整

備
計

画
上

の
目

標
と

す
る

安
全

度
が

確
保

さ
れ

な
い

。

あ
る

程
度

推
定

可
能

×
×

輪
中

堤
、

二
線

堤
、

宅
地

か
さ

上
げ

等
の

複
合

案
で

検
討

し
て

い
る

が
、

地
域

へ
の

影
響

が
大

き
い

た
め

選
定

し
な

い
。

2
0

樹
林

帯
等

可
能

新
た

に
設

置
す

る
こ

と
は

可
能

だ
が

、
河

川
沿

い
は

水
田

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
の

同
意

に
時

間
を

要
す

る
。

△

対
象

箇
所

の
越

流
時

の
堤

防
安

全
性

向
上

や
堤

防
の

決
壊

時
の

決
壊

部
分

の
拡

大
抑

制
に

効
果

あ
り

。

氾
濫

を
許

容
す

る
も

の
で

あ
り

目
標

と
す

る
安

全
度

が
確

保
で

き
な

い
。

困
難

×
×

評
価

の
記

号
【

実
現

性
】

○
：

実
現

す
る

こ
と

が
可

能
で

、
か

つ
実

現
に

向
け

た
見

通
し

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
△

：
実

現
す

る
こ

と
は

可
能

だ
が

、
土

地
所

有
者

の
協

力
、

関
係

者
調

整
、

法
制

度
、

技
術

的
観

点
か

ら
実

現
に

向
け

た
見

通
し

が
十

分
確

保
さ

れ
な

い
。

×
：

適
切

な
箇

所
、

施
設

が
な

い
等

か
ら

実
現

が
困

難
で

あ
る

。
【

治
水

安
全

度
の

向
上

・
被

害
軽

減
効

果
】

○
：

対
策

効
果

・
範

囲
が

明
確

で
、

目
標

安
全

度
を

確
保

で
き

、
か

つ
定

量
評

価
が

可
能

×
：

上
記

い
ず

れ
か

が
不

可
能

－
：

実
現

性
評

価
が

×
の

た
め

、
評

価
対

象
外

。

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因
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表
 4

.2
.3
 
流
域
を
中
心
と
し
た
対
策
(
2/
2
) 

方
策

実
現

性
治

水
安

全
度

の
向

上
・

被
害

軽
減

効
果

対
策

案
の

選
定

備
考

土
地

所
有

者
の

協
力

の
見

通
し

・
技

術
上

の
観

点
等

評 価
効

果
の

内
容

・
範

囲
安

全
度

の
確

保
定

量
評

価
評 価

2
1

宅
地

の
か

さ
上

げ
、

ピ
ロ

テ
ィ

建
築

等

可
能

生
産

基
盤

で
あ

る
耕

地
へ

の
氾

濫
を

許
容

す
る

案
で

あ
り

、
地

元
の

理
解

を
得

る
こ

と
が

困
難

。

△
宅

地
が

か
さ

上
げ

さ
れ

た
箇

所
の

資
産

は
守

ら
れ

る
。

農
地

に
関

し
て

は
河

川
整

備
計

画
上

の
目

標
と

す
る

安
全

度
が

確
保

さ
れ

な
い

。

あ
る

程
度

推
定

可
能

×
×

輪
中

堤
、

二
線

堤
、

宅
地

か
さ

上
げ

等
の

複
合

案
で

検
討

し
て

い
る

が
、

地
域

へ
の

影
響

が
大

き
い

た
め

選
定

し
な

い
。

2
2

土
地

利
用

規
制

可
能

生
産

基
盤

で
あ

る
耕

地
へ

の
氾

濫
を

許
容

す
る

案
で

あ
り

、
地

元
の

理
解

を
得

る
こ

と
が

困
難

。
△

浸
水

の
恐

れ
が

あ
る

土
地

に
つ

い
て

、
利

用
規

制
を

か
け

る
こ

と
に

よ
り

、
新

た
な

資
産

の
集

中
を

抑
止

で
き

る
。

農
地

に
関

し
て

は
河

川
整

備
計

画
上

の
目

標
と

す
る

安
全

度
が

確
保

さ
れ

な
い

。

困
難

×
×

輪
中

堤
、

二
線

堤
、

宅
地

か
さ

上
げ

等
の

複
合

案
で

検
討

し
て

い
る

が
、

地
域

へ
の

影
響

が
大

き
い

た
め

選
定

し
な

い
。

2
3

水
田

等
の

保
全

可
能

現
在

あ
る

水
田

の
畦

畔
を

整
備

（
か

さ
上

げ
）

す
る

こ
と

に
よ

る
治

水
上

の
機

能
向

上
は

可
能

で
あ

る
が

、
貯

留
操

作
を

水
田

所
有

者
へ

依
存

す
る

た
め

、
理

解
を

得
る

こ
と

は
困

難

△
畦

畔
の

か
さ

上
げ

に
よ

り
、

増
え

た
貯

留
量

分
、

ピ
ー

ク
流

量
を

低
減

で
き

る
。

調
節

効
果

は
僅

か
な

た
め

、
目

標
と

す
る

安
全

度
は

確
保

で
き

な
い

。

あ
る

程
度

推
定

可
能

×
×

現
況

で
の

水
田

の
一

時
貯

留
機

能
等

に
つ

い
て

は
、

洪
水

量
を

算
出

す
る

際
に

既
に

見
込

ん
で

い
る

。
雨

水
貯

留
・

浸
透

施
設

、
水

田
等

の
保

全
の

複
合

案
も

検
討

し
て

い
る

が
、

調
節

効
果

が
僅

か
で

あ
る

た
め

選
定

し
な

い
。

2
4

森
林

の
保

全
可

能 森
林

は
保

全
で

き
る

。
○

対
象

箇
所

下
流

の
ピ

ー
ク

流
量

の
低

減
に

効
果

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

流
域

の
植

生
率

は
8

6
%

と
昭

和
4

7
年

災
害

当
時

と
変

わ
ら

な
い

た
め

森
林

の
保

全
の

み
で

は
、

目
標

と
す

る
安

全
度

が
確

保
で

き
な

い
。

不
確

定
要

素
が

大
き

く
、

定
量

的
な

評
価

が
困

難

×
×

雨
水

浸
透

量
に

つ
い

て
は

、
洪

水
量

の
算

定
の

際
に

既
に

見
込

ん
で

い
る

。

2
5

洪
水

の
予

測
、

情
報

の
提

供
等

可
能

洪
水

時
の
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4.3 複数の治水対策案の立案 
4.3.1 ダム(案) 

(1) 概要 

都治川の江津市波積町本郷地先に重力式コンクリートダムを築造し、都治橋基準地点での

基本高水流量 305m3/s のうち 85m3/s の洪水調節を行い、計画高水流量 230m3/s とする。この

とき洪水調節に要する容量を 3,030,000m3確保する。 
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図 4.3.1 都治川計画高水流量配分図 
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(2) 検討条件 

 ・1/50 規模の洪水に対して、ダムの洪水調節により都治橋基準地点での洪水ピーク流量の

低減を図る。 

 ・洪水調節方法は自然調節方式とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.2 位置図 

(3) 検討内容 

① ダム 

・ダムの目的      ：洪水調節 

・ダムの型式      ：重力式コンクリートダム 

・ダムの規模 

   ダ  ム  高     ：  51.5m 

   堤  頂  長     ：135.0m 

   堤  体  積     ：58,000m3 

 ・貯水池容量配分 

   洪水調節容量  ：3,030,000m3 

   堆砂容量      ：  480,000m3 

   総貯水容量    ：3,510,000m3 

② 河道 

河道改修を伴わない。 

都治橋基準地点 
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③ 主な補償内容 

 

 

 

④ 事業費 

 

 

 

 

 

 

 

H22 迄執行済：32.9 億円 

残事業費  ：88.1 億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.3 計画図 

ダム平面図

標準断面図

ダ
ム

高
H

=
5

1
.5

m
堤頂長 L=135m

ダム上流面図

項目 金額（億円）

工事費 87.8

用地補償費 14.5

調査費他 18.7

事業費 121.0
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4.3.2 遊水地(案) 
(1) 概要 

都治川沿いの水田 11 箇所に遊水地を建設し、河道改修を行うことにより都治橋基準地点で

のピーク流量を 75m3/s(3053/s -2303/s)低減する。 
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図 4.3.4 流量配分図 

 

(2) 検討条件 

・遊水地の検討にあたっては、洪水調節効果が得られる比較的広大な平地および補償物件

の少ない水田等を選定し、遊水地として検討する。また、流下能力が不足している河道

については、引堤及び堤防のかさ上げにより洪水を安全に流下できる河積を確保する。 

・遊水地をできるだけ上流部に設置することで河道改修を少なくするとともに、補償物件

をできるだけ減らすよう１箇所あたりの容量が大きくなる箇所とする。ただし、洪水時

の危険性を考慮して人家連担地は除く。 

・遊水地を計画する際には、洪水調節に必要な容量をできるだけ確保するため、現況河床

高程度まで掘削する。 

都治橋 

基準地点 

［ ］ 基本高水流量 
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(3) 検討内容 

① 遊水地 

遊水地容量：V=650,000m3（11箇所） 

② 河道改修 

遊水地上流を改修（L=5km） 

③ 主な補償内容 

 

 

 

 

④ 事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.5 遊水地案 

④　波積地区
⑤　波積地区

⑥　波積地区

⑦　波積地区
⑧　波積地区

⑨　波積地区

⑩　波積地区

⑪　波積地区

河川

遊水地

遊水地下流端

A

A’

A A’
▽遊水地HWL ▽河道HWL

▽遊水地河床高
▽河道河床高

0.5m

遊水地形状概念図

遊水地箇所図

遊水地箇所一覧

1 都治地区 5k150～5k450 左岸側 水田

2 都治地区 5k200～5k700 右岸側 水田

3 都治地区 6k500～6k850 左岸側 水田

4 波積地区 8k000～8k200 左岸側 水田

5 波積地区 8k600～9k000 左岸側 水田

6 波積地区 9k000～9k100 左岸側 水田

7 波積地区 8k900～9k150 右岸側 水田

8 波積地区 9k250～9k400 右岸側 水田

9 波積地区 9k550～9k750 左岸側 水田

10 波積地区 9k750～9k950 左岸側 水田

11 波積地区 9k750～9k950 右岸側 水田

地目

都
治
川

河
川

No 地区名 位　置

3.1ha

4.1ha 2.4ha

1.3ha

3.1ha
2.0ha

2.3ha
1.7ha 1.4ha

1.4ha

0.7ha

住家 用地

遊水地 0戸 23.5ha

河道改修 1戸 3.2ha

項目 金額（億円） 項目 金額（億円）

遊水地建設費 137.0 河道改修費 74.1

工事費 121.6 工事費 63.4

用地補償費 6.6 用地補償費 4.5

調査費他 8.8 調査費他 6.2

211.1計
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項目 金額（億円）

工事費 120.2

用地補償費 0.7

調査費他 5.2

事業費 126.1

項目 金額（億円）

工事費 120.2

用地補償費 0.7

調査費他 5.2

事業費 126.1

4.3.3 トンネル放水路(案) 
(1) 概要 

都治川より日本海へトンネル放水路を建設し河道流量を低減させる。 

 

図 4.3.6 流量配分図 

(2) 検討条件 

・放水路計画位置より下流側については、河道改修が生じないよう計画する。 

(3) 検討内容 

① 放水路 

放水路延長：L=4.7km（トンネル） 

放水路形状：トンネル（馬蹄形） 

放水路断面：トンネル：A=24 ㎡ 

② 河道改修 

なし 

③ 主な補償内容 

 

 

④ 事業費 
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ルート①

ル
ー

ト
②

ルート①

ル
ー

ト
②

ルート① ルート②

放水路延長 4.7km 0.57km

放水路型式 トンネル トンネル、開水路

放水路施工費 126.1億円 113.5億円

河道改修費
（都治川）

0.0億円 63.0億円

合 計 126.1億円 176.5億円

評 価 1（採用案） 2

ルート① ルート②

放水路延長 4.7km 0.57km

放水路型式 トンネル トンネル、開水路

放水路施工費 126.1億円 113.5億円

河道改修費
（都治川）

0.0億円 63.0億円

合 計 126.1億円 176.5億円

評 価 1（採用案） 2

放水路案比較検討

図.2-3-14 開水路形状

放水路ルート検討

開水路形状（ルート②）

トンネル形状（ルート①）

河道改修

内空断面24m2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.7 放水路ルート 

＜比較検討＞ 

・ルート①については、河道改修が生じないように放水路を計画する。 

・ルート②については、放水路延長が短くなるように放水路および河道改修を計画する。 

改修費が安いルート①を採用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.8 放水路ルート 

河道改修
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4.3.4 河道の掘削(案) 
(1) 概要 
流下能力が不足する区間について、河道流量を基準地点で 305m3/s 流下させるため、河道

の掘削を行う。 
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裸書き：基本高水

 

図 4.3.9 流量配分図 

(2) 検討条件 

① 平面計画 

平面形は、基本的には現状河道と同様とする。 
② 縦断計画 

縦断勾配は計画縦断勾配を踏襲し、河床掘削を行う。 
③ 横断計画 

掘削勾配は現状の護岸勾配にあわせて 0k000～7k100 は 1：1.0 とし、7k100 より上流区

間は 1：0.5 とする。 
 

(3) 検討内容 

① 河道改修 

河道の掘削：都治川 L=10.5km 
② 主な補償内容 

 

 

③ 事業費 

 

 

 

 

項目 金額（億円）

工事費 155.5

用地補償費 3.5

調査費他 13.2

事業費 172.2

項目 金額（億円）

工事費 155.5

用地補償費 3.5

調査費他 13.2

事業費 172.2

都治橋 

基準地点 

 

↑ 

105 

35 

↓ 

住家 用地

河道改修 0戸 0ha
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掘削深約0.5～1.0m

HWL

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.10 計画概要図 

 

 

 

 

 

図 4.3.11 河道の掘削のイメージ 

掘削 
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住家 用地

河道改修 2戸 1.3ha

住家 用地

河道改修 2戸 1.3ha

項目 金額（億円）

工事費 145.2

用地補償費 4.7

調査費他 14.2

事業費 164.1

項目 金額（億円）

工事費 145.2

用地補償費 4.7

調査費他 14.2

事業費 164.1

4.3.5 引堤(案) 
(1) 概要 

流下能力が不足する区間について、河道流量を基準地点で 305m3/s 流下させるため引堤を

行う。 
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裸書き：基本高水

 

図 4.3.12 流量配分図 

(2) 検討条件 

① 平面計画 

片岸に引堤を行う。 
② 縦断計画 

縦断勾配は現況の縦断勾配を踏襲する。 
③ 横断計画 

護岸勾配は現状にあわせて 0k000～7k100 は 1：1.0 とし、7k100 より上流区間は 1：0.5
とする。 

(3) 検討内容 

① 河道改修 

引堤：都治川 L=10.5km 

② 主な補償内容 

 

 

③ 事業費 
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図 4.3.13 計画概要図 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.14 引堤のイメージ 

拡幅幅約2～10m

HWL

引堤 
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4.3.6 堤防のかさ上げ(案) 
(1) 概要 

流下能力が不足する区間について、河道流量を基準地点で 305m3/s 流下させるため、堤防

のかさ上げを行う。 
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図 4.3.15 流量配分図 

(2) 検討条件 

堤防のかさ上げは現況よりもＨＷＬを高くして洪水時の危険性（特に破堤時）が増すため、

家屋のある 7k700(山間部を含む)までは堤防のかさ上げは行わず、掘削、引堤のうちの安価

な引堤とする。沿川に家屋のない 7k700 より上流は堤防のかさ上げを行う。 

計画河道の平面・縦断・横断の設定について以下に示す 

① 平面計画 

かさ上げ区間は両岸のかさ上げを行う。 

② 縦断計画 

縦断勾配は現況の縦断勾配を踏襲する。 

H.W.L は、引堤する 7k700 までは現況と同じで、堤防のかさ上げをする 7k700 より上流

は現況 H.W.L より 1.1m かさ上げした高さである。 

③ 横断計画 

かさ上げの法勾配は 1：2.0 で、護岸の範囲は計画高水位までとし、それより上部につい

ては土羽とする。 

都治橋 

基準地点 
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住家 用地

河道改修 2戸 6.3ha

住家 用地

河道改修 2戸 6.3ha

項目 金額（億円）

工事費 131.9

用地補償費 6.8

調査費他 12.8

事業費 151.5

項目 金額（億円）

工事費 131.9

用地補償費 6.8

調査費他 12.8

事業費 151.5

(3) 検討内容 

① 河道改修 

引堤：都治川 L=7.7km 

堤防のかさ上げ：都治川 L=2.8km 

② 主な補償内容 

 

 

③ 事業費 
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図 4.3.16 計画概要図 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.17 引堤のイメージ（下流～中流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.18 堤防のかさ上げのイメージ（上流域） 

 

拡幅幅約2～10m

HWL

引堤 

 

 

かさ上げ 

 

 

かさ上げ高約1.1m

現況HWL

かさ上げ後HWL



4. 波積ダム検証に係る検討の内容 
4.4 治水対策案の評価軸による評価 

 4-67

4.4 治水対策案の評価軸による評価 
立案した複数の治水対策案を「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」の評

価軸により評価する。 

同細目に示されている評価軸は、次のとおりである。 

   1) 安全度（被害軽減効果）   2) コスト   3) 実現性   4) 持続性 

   5) 柔軟性   6) 地域社会への影響   7) 環境への影響 

表 4.4.1 評価の考え方 

 

●河川整備計画レベルの目標に対し安全を確保できるか

●目標を上回る洪水等が発生した場合にどのような状態となるか

●段階的にどのような安全度が確保されていくか

●どの範囲でどのような効果が確保されていくのか
　　（上下流や支川等における効果）

●完成までに要する費用はどのくらいか

●維持管理に要する費用はどのくらいか

●その他の費用（ダム中止に伴って発生する費用等）はどれくらいか

●土地所有者等の協力の見通しはどうか

●その他の関係者との調整の見通しはどうか

●法制度上の観点から実現性の見通しはどうか

●技術上の観点から実現性の見通しはどうか

持続性 ●将来にわたって持続可能といえるか

柔軟性 ●地球温暖化に伴う気候変化や社会環境の変化など、将来の不確実性に対する柔軟性はどうか

●事業地及びその周辺への影響はどの程度か

●地域振興に対してどのような効果があるか

●地域間の利害の衡平への配慮がなされているか

●水環境に対してどのような影響があるか

●生物の多様性の確保及び流域の自然環境全体にどのような影響があるか

●土砂流動がどう変化し、下流河川・海岸にどのように影響するか

●景観、人と自然との豊かな触れ合いにどのような影響があるか

●その他

環境への影響

評価軸 評価の考え方

安全度
（被害軽減効果）

コスト

実現性

地域社会への影響

 
 

 

評価軸ごとの評価は、次のとおりである。 

 

「安全度」（表 4.4.2 参照） 

 各案とも計画区間内で治水安全度 1/50 を満足する。 
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「コスト」（表 4.4.3 参照） 

 完成までに要する費用は、波積ダム案が最も安価である。維持管理に要する費用は、波積ダム

案が最も高額となるが、他案にはダム中止に伴う費用が必要となる。トータルコストを比較して

も、波積ダム案が最も安価である。 

 したがって、「コスト」ではダム案が最も有利である。 

 

「実現性」（表 4.4.4 参照） 

 波積ダム案はすでに土地所有者等の協力が得られ、土地、建物等の補償は完了しており、事業

が継続されれば、概ね 10 年程度でダム下流域において 1/50 の安全度が確保できる。他案は新た

な治水対策となり、土地所有者の協力を得るのに時間を要すると考えられ、治水効果発現時期の

確実な見通しは立たない。 

 

「持続性」（表 4.4.5 参照） 

 各案とも管理者が適切な管理を行うことで、治水効果は持続できる。 

 

「柔軟性」（表 4.4.6 参照） 

 波積ダム案や遊水池案は貯水池の掘削や放流方式の変更によって、洪水調節量の引き上げが可

能である。河道の掘削、引堤、堤防かさ上げ案においても、掘削や堤防のかさ上げ等により流下

能力の引き上げが可能である。一方、放水路はトンネル構造であるため、断面の拡大が不可能で

あり、流下能力の引き上げができないため、柔軟な対応は困難である。 

 

「地域社会への影響」（表 4.4.7 参照） 

 波積ダム案は既に用地買収や家屋移転等の生活再建が終了しており、今後発生する地域社会へ

の影響は少ないと考える。遊水池案は農業生産基盤を大幅に減少させることになり、地域社会へ

の影響が大きいと予想される。放水路案は日本海へ洪水を放流するため流域内での影響は無いが、

放流先である水域では漁業の漁獲等への影響があると考えられる。引堤及びかさ上げ案について

は、用地買収や家屋移転 2 戸が発生するものの、地域全体から見れば、大きく変化するものでは

ないと考えられる。 

 

「環境への影響」（表 4.4.8 参照） 

 波積ダム案では洪水発生時の湛水により水質や生物に与える影響が大きいと考えられる。遊水

池案は田園風景が失われるため景観の変化が生じる。放水路においては海浜が一部消失すること

による景観への影響や新たに河口ができるため、濁水放流による海生生物への影響が大きいと考

えられる。河道の掘削や引堤案については、施工時に水性生物へ与える影響が大きいと考えられ

る。 
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カ
所

整
備

す
る

ご
と

に
順

次
効

果
の

発
現

が
期

待
で

き
る

。

(河
道

)

一
連

区
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

順
次

効
果

の
発

現
が

期
待

で
き

る
。

(放
水

路
)

完
成

す
る

ま
で

、
効

果
は

期
待

で
き

な
い

。

(河
道

)

一
連

区
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

順
次

効
果

の
発

現
が

期
待

で
き

る
。

(河
道

)

一
連

区
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

順
次

効
果

の
発

現
が

期
待

で
き

る
。

(河
道

)

一
連

区
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

順
次

効
果

の
発

現
が

期
待

で
き

る
。

④
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

く
か

計
画

区
間

内
で

計
画

規
模

1
/
5

0
に

対
し

て
、

浸
水

は
発

生
し

な
い

。

計
画

区
間

内
で

計
画

規
模

1
/
5

0
に

対
し

て
、

浸
水

は
発

生
し

な
い

。

計
画

区
間

内
で

計
画

規
模

1
/
5

0
に

対
し

て
、

浸
水

は
発

生
し

な
い

。

計
画

区
間

内
で

計
画

規
模

1
/
5

0
に

対
し

て
、

浸
水

は
発

生
し

な
い

。

計
画

区
間

内
で

計
画

規
模

1
/
5

0
に

対
し

て
、

浸
水

は
発

生
し

な
い

。

計
画

区
間

内
で

計
画

規
模

1
/
5

0
に

対
し

て
、

浸
水

は
発

生
し

な
い

。

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

黒
字

：
現

状
維

持
、

そ
の

他
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

黒
字

：
現

状
維

持
、

そ
の

他
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

※
波

積
ダ

ム
は

洪
水

調
節

容
量

と
堆

砂
容

量
の

み
を

持
つ

、
常

時
水

を
貯

め
な

い
ダ

ム
と

仮
定

し
て

評
価

し
ま

す
。

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

（
黒

字
は

除
く

）
×

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
赤

（
黒

字
は

除
く

）
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
黒

字
は

除
く

）
（

注
）

評
価

の
一

つ
の

目
安

と
し

て
○

×
△

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
、

各
評

価
軸

ご
と

の
評

価
の

考
え

方
を

ご
覧

下
さ

い
。

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

（
黒

字
は

除
く

）
×

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
赤

（
黒

字
は

除
く

）
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
黒

字
は

除
く

）
（

注
）

評
価

の
一

つ
の

目
安

と
し

て
○

×
△

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
、

各
評

価
軸

ご
と

の
評

価
の

考
え

方
を

ご
覧

下
さ

い
。
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表
 4

.4
.3
 

コ
ス

ト
評

価
一
覧
 

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

2 . コ ス ト

（ 必 要 に 応 じ 、 直 接 的 な 費 用 だ け で な く 、 関 連 し て 必 要 と な る 費 用 に つ い て も 明 ら か

に し て 評 価 す る ）

①
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
総

事
業

費
：

1
2

1
.0

億
円

（
治

水
分

）
残

事
業

費
：

8
8

.1
億

円

（
治

水
分

）
補

償
住

家
数

： 1
0

戸
買

収
面

積
：

宅
地

1
.0

h
a

水
田

・
畑

2
.4

h
a

山
林

1
9

.9
h

a

①

総
事

業
費

：

2
1

1
.1

億
円

補
償

住
家

数
： 1

戸

買
収

面
積

：

宅
地

0
.3

h
a

水
田

・
畑

2
6

.4
h
a

⑥

総
事

業
費

：

1
2

6
.1

億
円

補
償

住
家

数
： 0

戸

買
収

面
積

：

宅
地

0
h

a

山
林

6
.3

h
a

②

総
事

業
費

：

1
7

2
.2

億
円

補
償

住
家

数
： 0

戸

買
収

面
積

：

宅
地

0
h

a

水
田

・
畑

0
h

a

⑤

総
事

業
費

：

1
6

4
.1

億
円

補
償

住
家

数
： 2

戸

買
収

面
積

：

宅
地

0
.1

h
a

水
田

・
畑

1
.0

h
a

山
林

0
.2

h
a

④

総
事

業
費

：

1
5

1
.5

億
円

補
償

住
家

数
：

2
戸

買
収

面
積

：

宅
地

0
.6

h
a

水
田

・
畑

4
.5

h
a

山
林

1
.2

h
a

③

②
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
維

持
管

理
費

河
道

維
持

：

0
.2

0
億

円
/
年

ダ
ム

施
設

：

0
.2

8
億

円
/
年

計
0

.4
8

億
円

/
年

5
0

年
分

の

維
持

管
理

費
用

：

2
4

億
円

維
持

管
理

費

河
道

維
持

：

0
.2

0
億

円
/
年

遊
水

地
維

持
：

0
.2

0
億

円
/
年

計
0

.4
0

億
円

/
年

5
0

年
分

の

維
持

管
理

費
用

：

2
0

億
円

維
持

管
理

費

河
道

維
持

：

0
.2

0
億

円
/
年

計
0

.2
0

億
円

/
年

5
0

年
分

の

維
持

管
理

費
用

：

1
0

億
円

維
持

管
理

費

河
道

維
持

：

0
.2

0
億

円
/
年

計
0

.2
0

億
円

/
年

5
0

年
分

の

維
持

管
理

費
用

：

1
0

億
円

維
持

管
理

費

河
道

維
持

：

0
.2

0
億

円
/
年

計
0

.2
0

億
円

/
年

5
0

年
分

の

維
持

管
理

費
用

：

1
0

億
円

維
持

管
理

費

河
道

維
持

：

0
.2

0
億

円
/
年

計
0

.2
0

億
円

/
年

5
0

年
分

の

維
持

管
理

費
用

：

1
0

億
円

③
そ

の
他

の
費

用

ダ
ム

中
止

に
伴

う
費

用

2
3

.4
億

円

ダ
ム

中
止

に
伴

う
費

用

2
3

.4
億

円

ダ
ム

中
止

に
伴

う
費

用

2
3

.4
億

円

ダ
ム

中
止

に
伴

う
費

用

2
3

.4
億

円

ダ
ム

中
止

に
伴

う
費

用

2
3

.4
億

円

合
計

1
1

2
.1

億
円

2
5

4
.5

億
円

1
5

9
.5

億
円

2
0

5
.6

億
円

1
9

7
.5

億
円

1
8

4
.9

億
円

※
波

積
ダ

ム
は

洪
水

調
節

容
量

と
堆

砂
容

量
の

み
を

持
つ

、
常

時
水

を
貯

め
な

い
ダ

ム
と

仮
定

し
て

評
価

し
ま

す
。
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治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

3 . 実 現 性

①
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

貯
水

池
内

の
買

収
が

必
要 住

家
移

転
：

1
0

戸

買
収

面
積

：
2

3
.3

h
a

貯
水

池
内

の
買

収
状

況
（

今
後

の
発

生
）

住
家

移
転

：
完

了

用
地

買
収

：
完

了

△

遊
水

地
の

買
収

が
必

要

住
家

移
転

1
戸

買
収

面
積

：
2

6
.7

h
a

（
沿

川
水

田
面

積
：

1
1

1
h

a
の

2
4

％
）

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
地

元
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
事

業
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。

△

放
水

路
流

入
地

点
付

近
の

買
収

が
必

要

住
家

移
転

0
戸

買
収

面
積

：
6

.3
h

a

放
水

路
上

の
山

林
所

有
者

の
協

力
が

必
要

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
地

元
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
事

業
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。

△

河
道

内
で

対
応

す
る

た
め

に
、

新
た

な
補

償
は

発
生

し
な

い
。

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
地

元
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
事

業
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。

△

河
道

沿
川

の
民

地
の

買
収

が
必

要

住
家

移
転

2
戸

買
収

面
積

：
1

.3
h

a

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
地

元
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
事

業
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。

△

河
道

沿
川

の
民

地
の

買
収

が
必

要

住
家

移
転

2
戸

買
収

面
積

：
6

.3
h

a

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
地

元
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
事

業
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。

△

②
そ

の
他

の
関

係
者

と
の

調
整

の
見

通
し

内
水

面
漁

業
者

：

江
川

漁
業

協
同

組
合

現
在

調
整

中
で

あ
り

、
完

了
は

し
て

い
な

い
。

農
業

関
係

者
：

江
津

市
土

地
改

良
区

内
水

面
漁

業
者

：

江
川

漁
業

協
同

組
合

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
事

業
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
進

め
る

必
要

が
あ

り
、

工
事

着
手

す
る

ま
で

に
時

間
を

要
す

る
。

農
業

関
係

者
：

江
津

市
土

地
改

良
区

漁
業

関
係

者
：

Ｊ
Ｆ

し
ま

ね

江
川

漁
業

協
同

組
合

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
事

業
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
進

め
る

必
要

が
あ

り
、

工
事

着
手

す
る

ま
で

に
時

間
を

要
す

る
。

農
業

関
係

者
：

江
津

市
土

地
改

良
区

内
水

面
漁

業
者

：

江
川

漁
業

協
同

組
合

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
事

業
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
進

め
る

必
要

が
あ

り
、

工
事

着
手

す
る

ま
で

に
時

間
を

要
す

る
。

農
業

関
係

者
：

江
津

市
土

地
改

良
区

内
水

面
漁

業
者

：

江
川

漁
業

協
同

組
合

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
事

業
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
進

め
る

必
要

が
あ

り
、

工
事

着
手

す
る

ま
で

に
時

間
を

要
す

る
。

農
業

関
係

者
：

江
津

市
土

地
改

良
区

内
水

面
漁

業
者

：

江
川

漁
業

協
同

組
合

新
た

な
治

水
対

策
と

な
る

た
め

、
事

業
説

明
か

ら
手

順
を

踏
ん

で
進

め
る

必
要

が
あ

り
、

工
事

着
手

す
る

ま
で

に
時

間
を

要
す

る
。

③
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し

現
行

法
内

で
あ

る
の

で
、

問
題

は
な

い
。

現
行

法
内

で
あ

る
の

で
、

問
題

は
な

い
。

現
行

法
内

で
あ

る
の

で
、

問
題

は
な

い
。

現
行

法
内

で
あ

る
の

で
、

問
題

は
な

い
。

現
行

法
内

で
あ

る
の

で
、

問
題

は
な

い
。

現
行

法
内

で
あ

る
の

で
、

問
題

は
な

い
。

④
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

技
術

上
確

立
さ

れ
て

お
り

、
実

現
可

能
。

技
術

上
確

立
さ

れ
て

お
り

、
実

現
可

能
。

技
術

上
確

立
さ

れ
て

お
り

、
実

現
可

能
。

技
術

上
確

立
さ

れ
て

お
り

、
実

現
可

能
。

技
術

上
確

立
さ

れ
て

お
り

、
実

現
可

能
。

技
術

上
確

立
さ

れ
て

お
り

、
実

現
可

能
。

※
波

積
ダ

ム
は

洪
水

調
節

容
量

と
堆

砂
容

量
の

み
を

持
つ

、
常

時
水

を
貯

め
な

い
ダ

ム
と

仮
定

し
て

評
価

し
ま

す
。

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

（
黒

字
は

除
く

）
×

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
赤

（
黒

字
は

除
く

）
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
黒

字
は

除
く

）
（

注
）

評
価

の
一

つ
の

目
安

と
し

て
○

×
△

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
、

各
評

価
軸

ご
と

の
評

価
の

考
え

方
を

ご
覧

下
さ

い
。

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

黒
字

：
現

状
維

持
、

そ
の

他
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

表
 4

.4
.4
 
実
現
性
評
価
一
覧
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表
 4

.4
.5
 
持
続
性
評
価
一
覧
 

表
 4

.4
.6
 
柔
軟
性
評
価
一
覧
 

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

4 . 持 続 性

将
来

に
わ

た
っ

て
持

続
可

能
と

い
え

る
か

ダ
ム

や
貯

水
池

、
河

道
の

堆
積

土
砂

撤
去

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
、

治
水

効
果

は
維

持
で

き
る

。

○

遊
水

地
内

の
堆

積
土

砂
撤

去
な

ど
を

適
切

に
管

理
す

る
こ

と
で

、
治

水
効

果
は

維
持

で
き

る
。

○

放
水

路
の

呑
み

口
や

放
流

口
を

適
切

に
管

理
す

る
こ

と
で

、
治

水
効

果
は

維
持

で
き

る
。

○

河
道

内
の

堆
積

土
砂

や
樹

木
の

撤
去

な
ど

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
、

治
水

効
果

は
維

持
で

き
る

。

○

河
道

内
の

堆
積

土
砂

や
樹

木
の

撤
去

な
ど

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
、

治
水

効
果

は
維

持
で

き
る

。

○

河
道

内
の

堆
積

土
砂

や
樹

木
の

伐
採

な
ど

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
、

治
水

効
果

は
維

持
で

き
る

。

○

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

4 . 持 続 性

将
来

に
わ

た
っ

て
持

続
可

能
と

い
え

る
か

ダ
ム

や
貯

水
池

、
河

道
の

堆
積

土
砂

撤
去

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
、

治
水

効
果

は
維

持
で

き
る

。

○

遊
水

地
内

の
堆

積
土

砂
撤

去
な

ど
を

適
切

に
管

理
す

る
こ

と
で

、
治

水
効

果
は

維
持

で
き

る
。

○

放
水

路
の

呑
み

口
や

放
流

口
を

適
切

に
管

理
す

る
こ

と
で

、
治

水
効

果
は

維
持

で
き

る
。

○

河
道

内
の

堆
積

土
砂

や
樹

木
の

撤
去

な
ど

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
、

治
水

効
果

は
維

持
で

き
る

。

○

河
道

内
の

堆
積

土
砂

や
樹

木
の

撤
去

な
ど

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
、

治
水

効
果

は
維

持
で

き
る

。

○

河
道

内
の

堆
積

土
砂

や
樹

木
の

伐
採

な
ど

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
、

治
水

効
果

は
維

持
で

き
る

。

○

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

（
黒

字
は

除
く

）
×

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
赤

（
黒

字
は

除
く

）
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
黒

字
は

除
く

）
（

注
）

評
価

の
一

つ
の

目
安

と
し

て
○

×
△

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
、

各
評

価
軸

ご
と

の
評

価
の

考
え

方
を

ご
覧

下
さ

い
。

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

（
黒

字
は

除
く

）
×

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
赤

（
黒

字
は

除
く

）
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
黒

字
は

除
く

）
（

注
）

評
価

の
一

つ
の

目
安

と
し

て
○

×
△

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
、

各
評

価
軸

ご
と

の
評

価
の

考
え

方
を

ご
覧

下
さ

い
。

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

5 . 柔 軟 性

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

や
社

会
環

境
の

変
化

な
ど

将
来

の
不

確
実

性
に

対
す

る
柔

軟
性

貯
水

池
の

掘
削

に
よ

る
容

量
の

増
加

や
放

流
方

式
の

変
更

な
ど

で
対

応
で

き
る

。

た
だ

し
、

ダ
ム

下
流

域
の

降
雨

に
対

し
て

は
柔

軟
性

に
欠

け
る

。

△

遊
水

地
を

掘
り

下
げ

る
こ

と
に

よ
り

容
量

を
増

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

新
た

に
排

水
施

設
が

必
要

と
な

る
。

△

放
水

路
ト

ン
ネ

ル
で

あ
り

、
容

易
に

断
面

を
大

き
く

で
き

な
い

た
め

、
新

た
な

放
水

路
が

必
要

と
な

る
の

で
、

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

×

掘
削

す
る

こ
と

に
よ

り
対

応
で

き
る

。

た
だ

し
、

用
地

買
収

は
生

じ
な

い
も

の
の

、
構

造
物

の
改

築
な

ど
が

必
要

と
な

る
た

め
、

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

△

引
き

堤
す

る
こ

と
に

よ
り

対
応

で
き

る
。

た
だ

し
、

橋
梁

な
ど

の
重

要
構

造
物

の
改

築
や

住
家

移
転

や
用

地
買

収
が

必
要

と
な

る
。

△

引
堤

お
よ

び
堤

防
の

か
さ

上
げ

に
よ

り
対

応
で

き
る

。

橋
梁

な
ど

の
重

要
構

造
物

の
改

築
や

住
家

移
転

や
用

地
買

収
が

必
要

と
な

る
。

△

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

5 . 柔 軟 性

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

や
社

会
環

境
の

変
化

な
ど

将
来

の
不

確
実

性
に

対
す

る
柔

軟
性

貯
水

池
の

掘
削

に
よ

る
容

量
の

増
加

や
放

流
方

式
の

変
更

な
ど

で
対

応
で

き
る

。

た
だ

し
、

ダ
ム

下
流

域
の

降
雨

に
対

し
て

は
柔

軟
性

に
欠

け
る

。

△

遊
水

地
を

掘
り

下
げ

る
こ

と
に

よ
り

容
量

を
増

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

新
た

に
排

水
施

設
が

必
要

と
な

る
。

△

放
水

路
ト

ン
ネ

ル
で

あ
り

、
容

易
に

断
面

を
大

き
く

で
き

な
い

た
め

、
新

た
な

放
水

路
が

必
要

と
な

る
の

で
、

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

×

掘
削

す
る

こ
と

に
よ

り
対

応
で

き
る

。

た
だ

し
、

用
地

買
収

は
生

じ
な

い
も

の
の

、
構

造
物

の
改

築
な

ど
が

必
要

と
な

る
た

め
、

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

△

引
き

堤
す

る
こ

と
に

よ
り

対
応

で
き

る
。

た
だ

し
、

橋
梁

な
ど

の
重

要
構

造
物

の
改

築
や

住
家

移
転

や
用

地
買

収
が

必
要

と
な

る
。

△

引
堤

お
よ

び
堤

防
の

か
さ

上
げ

に
よ

り
対

応
で

き
る

。

橋
梁

な
ど

の
重

要
構

造
物

の
改

築
や

住
家

移
転

や
用

地
買

収
が

必
要

と
な

る
。

△

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

黒
字

：
現

状
維

持
、

そ
の

他
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

黒
字

：
現

状
維

持
、

そ
の

他
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

※
波

積
ダ

ム
は

洪
水

調
節

容
量

と
堆

砂
容

量
の

み
を

持
つ

、
常

時
水

を
貯

め
な

い
ダ

ム
と

仮
定

し
て

評
価

し
ま

す
。
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地
域
社
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へ
の
影
響
評
価
一
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治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

6 . 地 域 社 会 へ の 影 響

①
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

ダ
ム

を
建

設
す

る
こ

と
に

よ
り

住
家

移
転

1
0

戸
、

用
地

2
3

.3
h

a
が

水
没

す
る

。

た
だ

し
、

用
地

買
収

や
住

家
移

転
な

ど
は

完
了

し
て

い
る

。

△

用
地

買
収

に
よ

り
沿

川
水

田
の

２
4

％
が

必
要

と
な

る
た

め
、

生
産

基
盤

を
失

う
こ

と
に

な
り

、
営

農
な

ど
へ

の
影

響
が

大
き

い
。

△

日
本

海
へ

洪
水

が
放

流
さ

れ
る

こ
と

に
な

り
、

漁
業

水
域

へ
の

影
響

は
大

き
い

。

×

河
道

内
で

対
応

す
る

の
で

、
新

た
な

用
地

買
収

は
発

生
し

な
い

た
め

、
影

響
は

な
い

。

○

事
業

用
地

が
沿

川
水

田
の

約
１

％
を

占
め

、
住

家
移

転
が

2
戸

発
生

す
る

た
め

、
地

域
へ

影
響

を
与

え
る

。

△

事
業

用
地

が
沿

川
水

田
の

約
4

％
を

占
め

、
住

家
移

転
が

2
戸

発
生

す
る

た
め

、
地

域
へ

影
響

を
与

え
る

。

△

②
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

ダ
ム

建
設

自
体

に
地

域
振

興
の

効
果

は
な

い
。

(遊
水

地
)

遊
水

地
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

る
地

域
振

興
の

効
果

は
な

い
。

(河
道

)

親
水

性
に

配
慮

し
た

施
工

を
行

う
こ

と
に

よ
り

水
辺

空
間

の
創

出
が

で
き

る
。

放
水

路
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

る
地

域
振

興
の

効
果

は
な

い
。

親
水

性
に

配
慮

し
た

施
工

を
行

う
こ

と
に

よ
り

水
辺

空
間

の
創

出
が

で
き

る
。

親
水

性
に

配
慮

し
た

施
工

を
行

う
こ

と
に

よ
り

水
辺

空
間

の
創

出
が

で
き

る
。

親
水

性
に

配
慮

し
た

施
工

を
行

う
こ

と
に

よ
り

水
辺

空
間

の
創

出
が

で
き

る
。

③
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

下
流

域
で

は
ダ

ム
の

恩
恵

を
受

け
る

も
の

の
、

ダ
ム

建
設

地
域

で
は

家
屋

・
耕

作
地

な
ど

土
地

の
協

力
を

余
儀

な
く

さ
れ

、
生

活
環

境
に

変
化

が
生

じ
る

た
め

生
活

再
建

が
必

要
と

な
る

。
た

だ
し

、
地

域
間

の
衡

平
に

配
慮

し
生

活
再

建
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

。

下
流

域
で

は
遊

水
地

の
恩

恵
を

受
け

る
も

の
の

、
遊

水
地

建
設

地
域

で
は

耕
作

地
な

ど
土

地
の

協
力

を
余

儀
な

く
さ

れ
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
性

に
つ

い
て

差
異

が
生

じ
る

。

日
本

海
へ

直
接

放
流

さ
れ

る
こ

と
に

な
り

漁
業

に
関

す
る

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

。

安
全

度
が

対
策

箇
所

付
近

で
一

律
に

向
上

す
る

の
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

安
全

度
が

対
策

箇
所

付
近

で
一

律
に

向
上

す
る

の
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

安
全

度
が

対
策

箇
所

付
近

で
一

律
に

向
上

す
る

の
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

※
波

積
ダ

ム
は

洪
水

調
節

容
量

と
堆

砂
容

量
の

み
を

持
つ

、
常

時
水

を
貯

め
な

い
ダ

ム
と

仮
定

し
て

評
価

し
ま

す
。

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

（
黒

字
は

除
く

）
×

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
赤

（
黒

字
は

除
く

）
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
黒

字
は

除
く

）
（

注
）

評
価

の
一

つ
の

目
安

と
し

て
○

×
△

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
、

各
評

価
軸

ご
と

の
評

価
の

考
え

方
を

ご
覧

下
さ

い
。

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

黒
字

：
現

状
維

持
、

そ
の

他
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因
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 表
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.4
.8
 
環
境
へ
の
影
響
評
価
一
覧
 

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

7 . 環 境 へ の 影 響

①
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

水
量

：
洪

水
調

節
に

よ
り

急
激

な
水

量
の

変
化

が
起

こ
り

に
く

い
の

で
、

河
川

の
流

水
に

よ
る

浄
化

効
果

が
損

な
わ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。

水
質

：
常

時
、

水
を

貯
め

な
い

ダ
ム

で
あ

る
た

め
、

富
栄

養
化

の
可

能
性

は
無

い
が

、
濁

水
発

生
時

間
が

若
干

長
く

な
る

可
能

性
が

あ
る

。

×

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
洪

水
時

、
遊

水
地

に
貯

留
し

た
流

水
の

放
流

に
伴

う
水

質
悪

化
の

可
能

性
が

あ
る

。

△

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
河

川
：

現
況

と
変

わ
ら

な
い

。

放
水

路
排

水
口

：
新

た
に

海
へ

濁
水

が
放

流
さ

れ
る

。

△

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
現

況
と

変
わ

ら
な

い
。

△

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
現

況
と

変
わ

ら
な

い
。

△

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
現

況
と

変
わ

ら
な

い
。

△

②
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

(ダ
ム

)

常
時

、
水

を
貯

め
な

い
が

、
洪

水
時

に
一

時
的

に
湛

水
す

る
た

め
貯

水
池

周
辺

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

。
ま

た
、

施
工

時
は

ダ
ム

事
業

地
周

辺
の

猛
禽

類
な

ど
へ

の
影

響
の

可
能

性
が

あ
る

。

(遊
水

地
)

現
在

の
水

田
と

は
異

な
る

生
態

系
と

な
る

。

(河
道

)

河
川

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

。
瀬

や
淵

の
存

置
や

創
出

が
必

要
と

な
る

。

(放
水

路
)

放
水

路
出

口
の

海
性

の
生

物
の

生
息

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

(河
道

)

河
川

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
特

に
魚

類
に

対
す

る
影

響
は

大
き

い
。

瀬
や

淵
の

存
置

や
創

出
が

必
要

と
な

る
。

(河
道

)

河
川

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

。

瀬
や

淵
の

存
置

や
創

出
が

必
要

と
な

る
。

(河
道

)

河
川

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

。

瀬
や

淵
の

存
置

や
創

出
が

必
要

と
な

る
。

③
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

河
川

・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

(ダ
ム

)

ダ
ム

に
よ

り
上

流
か

ら
流

れ
る

土
砂

を
貯

め
る

た
め

、
ダ

ム
よ

り
下

流
の

土
砂

流
動

に
対

す
る

影
響

は
大

き
い

。

(遊
水

地
)

洪
水

を
一

時
的

に
貯

留
す

る
だ

け
で

あ
り

、
土

砂
流

動
に

対
す

る
影

響
は

小
さ

い
。

(河
道

)

土
砂

流
動

を
阻

害
す

る
方

策
で

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
と

比
べ

て
影

響
は

小
さ

い
。

(放
水

路
)

洪
水

を
一

時
的

に
流

す
だ

け
で

あ
り

、
土

砂
流

動
に

対
す

る
影

響
は

小
さ

い
。

(河
道

)

土
砂

流
動

を
阻

害
す

る
方

策
で

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
と

比
べ

て
影

響
は

小
さ

い
。

(河
道

)

土
砂

流
動

を
阻

害
す

る
方

策
で

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
と

比
べ

て
影

響
は

小
さ

い
。

(河
道

)

土
砂

流
動

を
阻

害
す

る
方

策
で

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
と

比
べ

て
影

響
は

小
さ

い
。

④
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
触

れ
合

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

(ダ
ム

)

ダ
ム

に
よ

る
「

岩
瀧

寺
の

滝
」

へ
の

景
観

上
の

影
響

は
な

い
。

貯
水

池
内

の
親

水
性

は
、

損
な

わ
れ

る

(遊
水

地
)

景
観

上
、

田
園

風
景

が
失

わ
れ

る
が

、
遊

水
地

内
を

有
効

活
用

す
れ

ば
、

新
た

な
ふ

れ
あ

い
の

場
が

創
出

さ
れ

る
。

(河
道

)

水
際

の
整

備
を

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、

親
水

性
を

創
出

で
き

る
。

(放
水

路
)

放
流

口
が

浜
辺

の
景

観
な

ど
に

影
響

を
与

え
る

。

(河
道

)

水
面

と
の

距
離

が
遠

く
な

る
も

の
の

、
水

際
の

整
備

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

を
創

出
で

き
る

。

(河
道

)

水
際

の
整

備
を

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、

親
水

性
を

創
出

で
き

る
。

(河
道

)

堤
防

の
か

さ
上

げ
に

よ
り

河
道

と
堤

内
地

が
遮

ら
れ

る
が

、
水

際
の

整
備

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

を
創

出
で

き
る

。

⑤
そ

の
他

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

7 . 環 境 へ の 影 響

①
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

水
量

：
洪

水
調

節
に

よ
り

急
激

な
水

量
の

変
化

が
起

こ
り

に
く

い
の

で
、

河
川

の
流

水
に

よ
る

浄
化

効
果

が
損

な
わ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。

水
質

：
常

時
、

水
を

貯
め

な
い

ダ
ム

で
あ

る
た

め
、

富
栄

養
化

の
可

能
性

は
無

い
が

、
濁

水
発

生
時

間
が

若
干

長
く

な
る

可
能

性
が

あ
る

。

×

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
洪

水
時

、
遊

水
地

に
貯

留
し

た
流

水
の

放
流

に
伴

う
水

質
悪

化
の

可
能

性
が

あ
る

。

△

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
河

川
：

現
況

と
変

わ
ら

な
い

。

放
水

路
排

水
口

：
新

た
に

海
へ

濁
水

が
放

流
さ

れ
る

。

△

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
現

況
と

変
わ

ら
な

い
。

△

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
現

況
と

変
わ

ら
な

い
。

△

水
量

：
降

雨
の

状
況

に
よ

り
河

川
の

流
量

は
変

化
す

る
。

水
質

：
現

況
と

変
わ

ら
な

い
。

△

②
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

(ダ
ム

)

常
時

、
水

を
貯

め
な

い
が

、
洪

水
時

に
一

時
的

に
湛

水
す

る
た

め
貯

水
池

周
辺

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

。
ま

た
、

施
工

時
は

ダ
ム

事
業

地
周

辺
の

猛
禽

類
な

ど
へ

の
影

響
の

可
能

性
が

あ
る

。

(遊
水

地
)

現
在

の
水

田
と

は
異

な
る

生
態

系
と

な
る

。

(河
道

)

河
川

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

。
瀬

や
淵

の
存

置
や

創
出

が
必

要
と

な
る

。

(放
水

路
)

放
水

路
出

口
の

海
性

の
生

物
の

生
息

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

(河
道

)

河
川

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
特

に
魚

類
に

対
す

る
影

響
は

大
き

い
。

瀬
や

淵
の

存
置

や
創

出
が

必
要

と
な

る
。

(河
道

)

河
川

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

。

瀬
や

淵
の

存
置

や
創

出
が

必
要

と
な

る
。

(河
道

)

河
川

の
生

物
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

。

瀬
や

淵
の

存
置

や
創

出
が

必
要

と
な

る
。

③
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

河
川

・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

(ダ
ム

)

ダ
ム

に
よ

り
上

流
か

ら
流

れ
る

土
砂

を
貯

め
る

た
め

、
ダ

ム
よ

り
下

流
の

土
砂

流
動

に
対

す
る

影
響

は
大

き
い

。

(遊
水

地
)

洪
水

を
一

時
的

に
貯

留
す

る
だ

け
で

あ
り

、
土

砂
流

動
に

対
す

る
影

響
は

小
さ

い
。

(河
道

)

土
砂

流
動

を
阻

害
す

る
方

策
で

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
と

比
べ

て
影

響
は

小
さ

い
。

(放
水

路
)

洪
水

を
一

時
的

に
流

す
だ

け
で

あ
り

、
土

砂
流

動
に

対
す

る
影

響
は

小
さ

い
。

(河
道

)

土
砂

流
動

を
阻

害
す

る
方

策
で

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
と

比
べ

て
影

響
は

小
さ

い
。

(河
道

)

土
砂

流
動

を
阻

害
す

る
方

策
で

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
と

比
べ

て
影

響
は

小
さ

い
。

(河
道

)

土
砂

流
動

を
阻

害
す

る
方

策
で

は
な

い
こ

と
か

ら
現

状
と

比
べ

て
影

響
は

小
さ

い
。

④
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
触

れ
合

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

(ダ
ム

)

ダ
ム

に
よ

る
「

岩
瀧

寺
の

滝
」

へ
の

景
観

上
の

影
響

は
な

い
。

貯
水

池
内

の
親

水
性

は
、

損
な

わ
れ

る

(遊
水

地
)

景
観

上
、

田
園

風
景

が
失

わ
れ

る
が

、
遊

水
地

内
を

有
効

活
用

す
れ

ば
、

新
た

な
ふ

れ
あ

い
の

場
が

創
出

さ
れ

る
。

(河
道

)

水
際

の
整

備
を

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、

親
水

性
を

創
出

で
き

る
。

(放
水

路
)

放
流

口
が

浜
辺

の
景

観
な

ど
に

影
響

を
与

え
る

。

(河
道

)

水
面

と
の

距
離

が
遠

く
な

る
も

の
の

、
水

際
の

整
備

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

を
創

出
で

き
る

。

(河
道

)

水
際

の
整

備
を

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、

親
水

性
を

創
出

で
き

る
。

(河
道

)

堤
防

の
か

さ
上

げ
に

よ
り

河
道

と
堤

内
地

が
遮

ら
れ

る
が

、
水

際
の

整
備

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

を
創

出
で

き
る

。

⑤
そ

の
他

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

※
波

積
ダ

ム
は

洪
水

調
節

容
量

と
堆

砂
容

量
の

み
を

持
つ

、
常

時
水

を
貯

め
な

い
ダ

ム
と

仮
定

し
て

評
価

し
ま

す
。

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

黒
字

：
現

状
維

持
、

そ
の

他
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

黒
字

：
現

状
維

持
、

そ
の

他
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

（
黒

字
は

除
く

）
×

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
赤

（
黒

字
は

除
く

）
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
黒

字
は

除
く

）
（

注
）

評
価

の
一

つ
の

目
安

と
し

て
○

×
△

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
、

各
評

価
軸

ご
と

の
評

価
の

考
え

方
を

ご
覧

下
さ

い
。

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

（
黒

字
は

除
く

）
×

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
赤

（
黒

字
は

除
く

）
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
黒

字
は

除
く

）
（

注
）

評
価

の
一

つ
の

目
安

と
し

て
○

×
△

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
、

各
評

価
軸

ご
と

の
評

価
の

考
え

方
を

ご
覧

下
さ

い
。
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 表
 4

.5
.1
 
治
水
対
策
案
の
総
合
評
価
 

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

1
.安

全
度

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
完

成
後

に
効

果
発

現
。

・
ダ

ム
上

流
域

で
は

、
容

量
に

計
画

上
の

余
裕

有
り

。

・
ダ

ム
下

流
域

で
は

、
河

道
の

容
量

に
余

裕
は

な
い

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
段

階
的

に
効

果
発

現
。

・
容

量
に

余
裕

無
し

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
完

成
後

に
効

果
発

現
。

・
放

水
路

入
り

口
上

流
域

で
は

、
容

量
に

計
画

上
の

余
裕

有
り

。

・
放

水
路

入
り

口
下

流
域

で
は

、
河

道
の

容
量

に
余

裕
は

な
い

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
段

階
的

に
効

果
発

現
。

・
容

量
に

余
裕

無
し

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
段

階
的

に
効

果
発

現
。

・
容

量
に

余
裕

無
し

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
段

階
的

に
効

果
発

現
。

・
容

量
に

余
裕

無
し

。

△

2
.コ

ス
ト

1
1

2
.1

億
円

①
2

5
4

.5
億

円
⑥

1
5

9
.5

億
円

②
2

0
5

.6
億

円
⑤

1
9

7
.5

億
円

④
1

8
4

.9
億

円
③

3
.実

現
性

・
用

地
買

収
、

家
屋

移
転

完
了

。
・

漁
業

関
係

者
の

調
整

が
未

完
了

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

4
.持

続
性

・
治

水
効

果
は

持
続

可
能

。
○

・
治

水
効

果
は

持
続

可
能

。
○

・
治

水
効

果
は

持
続

可
能

。
○

・
治

水
効

果
は

持
続

可
能

。
○

・
水

効
果

は
持

続
可

能
。

○
・

治
水

効
果

は
持

続
可

能
。

○

5
.柔

軟
性

・
貯

水
池

の
掘

削
に

よ
る

容
量

増
加

が
可

能
。

・
ダ

ム
下

流
の

降
雨

に
対

応
が

困
難

。
△

・
掘

削
に

よ
る

容
量

の
増

加
が

可
能

。
・

排
水

施
設

が
必

要
。

△

・
対

応
は

困
難

。

×

・
掘

削
に

よ
り

対
応

可
能

。
・

用
地

買
収

は
生

じ
な

い
が

、
重

要
構

造
物

の
改

築
を

伴
う

た
め

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

△

・
引

堤
に

よ
り

対
応

可
能

。
・

構
造

物
へ

の
影

響
が

あ
り

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

△

・
引

堤
及

び
か

さ
上

げ
に

よ
り

対
応

可
能

。
・

構
造

物
へ

の
影

響
が

あ
り

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

△

6
.地

域
社

会
へ

の
影

響

・
用

地
買

収
及

び
住

家
移

転
は

完
了

し
て

い
る

。
・

ダ
ム

建
設

周
辺

地
域

で
は

、
生

活
環

境
に

変
化

が
生

じ
る

た
め

生
活

再
建

が
必

要
と

な
る

。

△

・
事

業
用

地
と

し
て

2
4

%
の

水
田

を
失

う
。

・
親

水
性

に
配

慮
し

た
施

工
を

行
う

こ
と

に
よ

り
水

辺
空

間
の

創
出

が
で

き
る

。

・
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
が

生
じ

る
。

△

・
日

本
海

へ
洪

水
を

放
流

す
る

た
め

、
漁

業
に

関
す

る
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

×

・
用

地
買

収
は

生
じ

な
い

。
・

親
水

性
に

配
慮

し
た

施
工

を
行

う
こ

と
に

よ
り

水
辺

空
間

の
創

出
が

で
き

る
。

・
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

○

・
用

地
買

収
や

住
家

移
転

が
発

生
。

・
親

水
性

に
配

慮
し

た
施

工
を

行
う

こ
と

に
よ

り
水

辺
空

間
の

創
出

が
で

き
る

。

・
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

△

・
用

地
買

収
や

住
家

移
転

が
発

生
。

・
親

水
性

に
配

慮
し

た
施

工
を

行
う

こ
と

に
よ

り
水

辺
空

間
の

創
出

が
で

き
る

。

・
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

△

7
.環

境
へ

の
影

響

・
河

川
の

流
水

に
よ

る
浄

化
効

果
が

失
わ

れ
る

。
・

濁
水

発
生

時
間

が
長

く
な

る
可

能
性

有
り

。
・

河
川

生
物

へ
影

響
を

与
え

る
可

能
性

あ
り

。
・

土
砂

流
動

に
対

す
る

影
響

は
大

き
い

。

×

・
放

流
時

の
水

質
悪

化
の

可
能

性
有

り
。

・
河

川
生

物
へ

影
響

を
与

え
る

可
能

性
あ

り
。

・
土

砂
流

動
の

影
響

は
小

さ
い

。
・

田
園

風
景

が
失

わ
れ

る
。

・
遊

水
地

の
有

効
活

用
に

よ
り

触
れ

合
い

の
場

が
創

出
さ

れ
る

。

△

・
濁

水
が

直
接

日
本

海
へ

放
流

さ
れ

る
。

・
海

生
生

物
へ

影
響

を
与

え
る

可
能

性
あ

り
。

・
土

砂
流

動
の

影
響

は
小

さ
い

。
・

浜
辺

の
景

観
に

影
響

を
与

え
る

。

△

・
施

工
時

に
河

川
の

生
物

に
影

響
を

与
え

る
。

・
瀬

や
淵

の
存

置
や

創
出

が
必

要
と

な
る

。
・

土
砂

流
動

の
影

響
は

小
さ

い
。

・
水

際
の

整
備

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

を
創

出
で

き
る

。

△

・
施

工
時

に
河

川
の

生
物

に
影

響
を

与
え

る
。

・
瀬

や
淵

の
存

置
や

創
出

が
必

要
と

な
る

。
・

土
砂

流
動

の
影

響
は

小
さ

い
。

・
水

際
の

整
備

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

を
創

出
で

き
る

。

△

・
施

工
時

に
河

川
の

生
物

に
影

響
を

与
え

る
。

・
土

砂
流

動
の

影
響

は
小

さ
い

。
・

水
際

の
整

備
を

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、

親
水

性
を

創
出

で
き

る
。

△

治
水

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸

1
.ダ

ム
2

.遊
水

池
(調

節
地

)
3

.放
水

路
(捷

水
路

)
4

.河
道

の
掘

削
5

.引
堤

6
.堤

防
の

か
さ

あ
げ

波
積

ダ
ム

遊
水

地
＋

引
堤

放
水

路
河

道
の

掘
削

引
堤

引
堤

＋
堤

防
の

か
さ

上
げ

1
.安

全
度

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
完

成
後

に
効

果
発

現
。

・
ダ

ム
上

流
域

で
は

、
容

量
に

計
画

上
の

余
裕

有
り

。

・
ダ

ム
下

流
域

で
は

、
河

道
の

容
量

に
余

裕
は

な
い

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
段

階
的

に
効

果
発

現
。

・
容

量
に

余
裕

無
し

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
完

成
後

に
効

果
発

現
。

・
放

水
路

入
り

口
上

流
域

で
は

、
容

量
に

計
画

上
の

余
裕

有
り

。

・
放

水
路

入
り

口
下

流
域

で
は

、
河

道
の

容
量

に
余

裕
は

な
い

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
段

階
的

に
効

果
発

現
。

・
容

量
に

余
裕

無
し

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
段

階
的

に
効

果
発

現
。

・
容

量
に

余
裕

無
し

。

△

・
1

/
5

0
確

保
可

能
。

・
段

階
的

に
効

果
発

現
。

・
容

量
に

余
裕

無
し

。

△

2
.コ

ス
ト

1
1

2
.1

億
円

①
2

5
4

.5
億

円
⑥

1
5

9
.5

億
円

②
2

0
5

.6
億

円
⑤

1
9

7
.5

億
円

④
1

8
4

.9
億

円
③

3
.実

現
性

・
用

地
買

収
、

家
屋

移
転

完
了

。
・

漁
業

関
係

者
の

調
整

が
未

完
了

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

・
地

元
説

明
な

ど
に

よ
り

、
工

事
着

手
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。
・

法
的

な
問

題
な

し
。

・
技

術
上

の
問

題
な

し
。

△

4
.持

続
性

・
治

水
効

果
は

持
続

可
能

。
○

・
治

水
効

果
は

持
続

可
能

。
○

・
治

水
効

果
は

持
続

可
能

。
○

・
治

水
効

果
は

持
続

可
能

。
○

・
水

効
果

は
持

続
可

能
。

○
・

治
水

効
果

は
持

続
可

能
。

○

5
.柔

軟
性

・
貯

水
池

の
掘

削
に

よ
る

容
量

増
加

が
可

能
。

・
ダ

ム
下

流
の

降
雨

に
対

応
が

困
難

。
△

・
掘

削
に

よ
る

容
量

の
増

加
が

可
能

。
・

排
水

施
設

が
必

要
。

△

・
対

応
は

困
難

。

×

・
掘

削
に

よ
り

対
応

可
能

。
・

用
地

買
収

は
生

じ
な

い
が

、
重

要
構

造
物

の
改

築
を

伴
う

た
め

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

△

・
引

堤
に

よ
り

対
応

可
能

。
・

構
造

物
へ

の
影

響
が

あ
り

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

△

・
引

堤
及

び
か

さ
上

げ
に

よ
り

対
応

可
能

。
・

構
造

物
へ

の
影

響
が

あ
り

柔
軟

性
に

欠
け

る
。

△

6
.地

域
社

会
へ

の
影

響

・
用

地
買

収
及

び
住

家
移

転
は

完
了

し
て

い
る

。
・

ダ
ム

建
設

周
辺

地
域

で
は

、
生

活
環

境
に

変
化

が
生

じ
る

た
め

生
活

再
建

が
必

要
と

な
る

。

△

・
事

業
用

地
と

し
て

2
4

%
の

水
田

を
失

う
。

・
親

水
性

に
配

慮
し

た
施

工
を

行
う

こ
と

に
よ

り
水

辺
空

間
の

創
出

が
で

き
る

。

・
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
が

生
じ

る
。

△

・
日

本
海

へ
洪

水
を

放
流

す
る

た
め

、
漁

業
に

関
す

る
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

×

・
用

地
買

収
は

生
じ

な
い

。
・

親
水

性
に

配
慮

し
た

施
工

を
行

う
こ

と
に

よ
り

水
辺

空
間

の
創

出
が

で
き

る
。

・
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

○

・
用

地
買

収
や

住
家

移
転

が
発

生
。

・
親

水
性

に
配

慮
し

た
施

工
を

行
う

こ
と

に
よ

り
水

辺
空

間
の

創
出

が
で

き
る

。

・
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

△

・
用

地
買

収
や

住
家

移
転

が
発

生
。

・
親

水
性

に
配

慮
し

た
施

工
を

行
う

こ
と

に
よ

り
水

辺
空

間
の

創
出

が
で

き
る

。

・
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

性
に

つ
い

て
差

異
は

生
じ

な
い

。

△

7
.環

境
へ

の
影

響

・
河

川
の

流
水

に
よ

る
浄

化
効

果
が

失
わ

れ
る

。
・

濁
水

発
生

時
間

が
長

く
な

る
可

能
性

有
り

。
・

河
川

生
物

へ
影

響
を

与
え

る
可

能
性

あ
り

。
・

土
砂

流
動

に
対

す
る

影
響

は
大

き
い

。

×

・
放

流
時

の
水

質
悪

化
の

可
能

性
有

り
。

・
河

川
生

物
へ

影
響

を
与

え
る

可
能

性
あ

り
。

・
土

砂
流

動
の

影
響

は
小

さ
い

。
・

田
園

風
景

が
失

わ
れ

る
。

・
遊

水
地

の
有

効
活

用
に

よ
り

触
れ

合
い

の
場

が
創

出
さ

れ
る

。

△

・
濁

水
が

直
接

日
本

海
へ

放
流

さ
れ

る
。

・
海

生
生

物
へ

影
響

を
与

え
る

可
能

性
あ

り
。

・
土

砂
流

動
の

影
響

は
小

さ
い

。
・

浜
辺

の
景

観
に

影
響

を
与

え
る

。

△

・
施

工
時

に
河

川
の

生
物

に
影

響
を

与
え

る
。

・
瀬

や
淵

の
存

置
や

創
出

が
必

要
と

な
る

。
・

土
砂

流
動

の
影

響
は

小
さ

い
。

・
水

際
の

整
備

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

を
創

出
で

き
る

。

△

・
施

工
時

に
河

川
の

生
物

に
影

響
を

与
え

る
。

・
瀬

や
淵

の
存

置
や

創
出

が
必

要
と

な
る

。
・

土
砂

流
動

の
影

響
は

小
さ

い
。

・
水

際
の

整
備

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

を
創

出
で

き
る

。

△

・
施

工
時

に
河

川
の

生
物

に
影

響
を

与
え

る
。

・
土

砂
流

動
の

影
響

は
小

さ
い

。
・

水
際

の
整

備
を

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、

親
水

性
を

創
出

で
き

る
。

△

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

×
：

枠
内

の
文

字
が

全
て

赤
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
注

）
評

価
の

一
つ

の
目

安
と

し
て

○
×

△
を

記
載

し
て

い
ま

す
が

、
詳

細
に

つ
い

て
は

、
各

評
価

軸
ご

と
の

評
価

の
考

え
方

を
ご

覧
下

さ
い

。

評
価

の
記

号
○

：
枠

内
の

文
字

が
全

て
青

×
：

枠
内

の
文

字
が

全
て

赤
△

：
枠

内
の

文
字

が
青

と
赤

（
注

）
評

価
の

一
つ

の
目

安
と

し
て

○
×

△
を

記
載

し
て

い
ま

す
が

、
詳

細
に

つ
い

て
は

、
各

評
価

軸
ご

と
の

評
価

の
考

え
方

を
ご

覧
下

さ
い

。

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

赤
字

：
マ

イ
ナ

ス
の

要
因

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
青

字
：

プ
ラ

ス
の

要
因

赤
字

：
マ

イ
ナ

ス
の

要
因
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4.6 概略評価による利水対策案の抽出 
「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」で示されている 17手法の利水の方

策から都治川流域の地形および土地利用状況等を踏まえ、方策の抽出を行う。 

① 実現性    … 土地所有者の協力の見通し、技術上の観点など 

② 正常流量(利水安全度)の確保 … 効果の内容、範囲、安全度の確保、利水効果の定量的

判断の可否など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.1 利水対策案の検討フロー 

【正常流量確保】
○：対策効果・範囲が明確で、正常流量を確保でき、かつ定量評価が可能
×：上記いずれかが不可能

【実現性】
○：実現することが可能で、かつ実現に向けた見通しが確保されている。
△：実現することは可能だが、土地所有者の協力、関係者調整、法制度、技術的観点から実現に向けた見通しが十分確保
されない。
×：適切な箇所、施設がない等から実現が困難である。

【正常流量確保】
－：評価対象外。

『○』or『△』の場合 『×』の場合

【対策案の抽出】
○：対策案として抽出する。

【対策案の抽出】
×：対策案として抽出しない。

『○』の場合 『×』の場合
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4.6.1 ダム 
都治川においては、江の川水系波積ダム全体計画が認可され、全体事業の約 31％が実施済み

である。家屋移転等は完了し、今後地域の同意を得るために時間を要することはない。 
ダム建設によって、ダム地点下流に概ね 10 年に 1 回発生する渇水に対して、正常流量を確保

することが可能である。 
このため、「波積ダム」を建設する案を抽出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.2 三隅川水系・御部ダムの状況 

 
4.6.2 河口堰 

都治川は急流河川であり、河口部に堰を設けても上流部では必要な貯留量を確保できない。 
このため、河口堰は抽出しない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.3 河口堰のイメージ 
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4.6.3 湖沼開発 
都治川流域に大きな湖沼はない。 
このため、湖沼開発は抽出しない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.4 湖沼開発のイメージ 

 
4.6.4 流況調整河川 

都治川流域に流況が異なる支川はない。 
このため、流況調整河川は抽出しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.5 流況調整河川のイメージ 
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4.6.5 河道外貯留施設 
都治川においては、土地所有者の同意を得るのに時間を要するものの、河川沿いに水田などが

あるため、河道外貯留施設の建設が可能である。 
河道外貯留施設によって、施設下流に概ね 10 年に 1 回発生する渇水に対して、正常流量を確

保することが可能である。 
このため、河道外貯留施設を建設する案を抽出する。 

 
4.6.6 ダム再開発（かさあげ・掘削） 

都治川流域に既設のダムはない。 
このため、ダム再開発（かさあげ・掘削）は抽出しない。 

 
4.6.7 他用途ダム容量の買い上げ 

都治川流域に既設のダムはない。 
このため、他用途ダム容量の買い上げは抽出しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.6 他用途ダム容量の買い上げのイメージ 
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4.6.8 水系間導水 
都治川流域（水系）に導水できる他流域（水系）はない。 
このため、水系間導水は抽出しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.7 水系間導水のイメージ 

 
4.6.9 地下水取水 

都治川においては、河川沿いに水田があり、この箇所は都治川河川水と地下水は相互に関係し

ていると考えられる。このため、河川水に影響しない箇所で取水する必要があるが、その地下水

脈については不明である。一方、基準地点である都治橋では、基準年で評価すると最大約 0.3m3/s
の不足が生じ、地下水を約 0.3m3/s 継続して取水できるかどうか不明で、実現性に劣ると考えら

れる。 
このため、地下水取水は抽出しない。 
 

4.6.10 ため池 
都治川においては、土地所有者の同意を得るのに時間を要するものの、河川沿いに水田などが

あるため、ため池の建設が可能である。 
ため池によって、施設下流に概ね 10 年に 1 回発生する渇水に対して、正常流量を確保するこ

とが可能である。 
このため、ため池を建設する案を抽出する。なお、河道外貯留施設を建設する案と同じである。 
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4.6.11 海水淡水化 
都治川流域は海域と接していない。 
このため、海水淡水化は抽出しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.8 都治川流域図 

4.6.12 水源林の保全 
都治川においては、流域内の森林面積は全体の約 86％であるが、水源林の保全により、どの

程度の効果があるかは技術的に確立されていない。 
このため、森林の保全は抽出しない。 
 
 

 
図 4.6.9 都治川流域土地利用図 

土地利用区分 割合（％） 備考
森林 86
田 5 沿川の水田のみ
畑 1

宅地 1
内水面 0
その他 7 山間部の水田を含む
総計 100

参考）国土交通省国土計画局国土数値情報 
ダウンロードサービス HP「土地利用」より 

  

南川 

北川 

都治川 
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4.6.13 ダム使用権等の振替 
都治川流域に既設のダムはない。 
このため、ダム使用権等の振替は抽出しない。 
 

4.6.14 既得水利の合理化・転用 
都治川流域において、既得水利権は現在の農地利用面積に基づき算定されており、既に合理的

に利用されている。 
このため、既得水利の合理化・転用は抽出しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.10 都治川の取水位置平面図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6.11 都治川の縦断的整理図 
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4.6.15 渇水調整の強化 
都治川では、H6 渇水において渇水対策本部が設置され、節水活動が展開された。なお、江津

市においては渇水連絡協議会が設置されており、流域内で農業への影響が確認されている。 
渇水調整を行っても目標とする安全度が確保できない。 
このため、渇水調整の強化は抽出しない。 

 
4.6.16 節水対策 

都治川での既得水利権はかんがい用水のみであり、工業用水や上水道に使用していない。 
このため、節水対策は抽出しない。 

 
4.6.17 雨水・中水利用 

都治川での既得水利権はかんがい用水のみであり、雨水利用は行われている。 
このため、雨水・中水利用は抽出しない。 

 
4.6.18 利水対策案の抽出 

利水の方策 17 手法について、都治川の地形条件や土地利用状況を踏まえ、実現性や正常流量

(利水安全度)の確保などを基に評価を行い、2 案（①ダム、②河道外貯留施設（ため池））を抽出

した。 
概略評価により抽出した方策は、「表 4.6.1 河川を中心とした方策」、「表 4.6.2 供給面での

対応（河川区域内）」、「表 4.6.3 供給面での対応（河川区域外）」及び「表 4.6.4 需要面・供給

面の総合的な対応が必要なもの」に示す。 



4. 波積ダム検証に係る検討の内容 
4.6 概略評価による利水対策案の抽出 

 4-85 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表
 4

.6
.2
 

供
給

面
で

の
対
応

(河
川
区

域
内

) 

表
 4

.6
.1
 
河
川
を
中
心
と
し
た
対
策

 

方
策

実
現

性
正

常
流

量
(利

水
安

全
度

)の
確

保

対
策

案
の

選
定

備
考

地
域

の
特

徴
（

場
所

の
特

性
）

、
土

地
所

有
者

の
協

力
の

見
通

し
な

ど

評 価
効

果
の

内
容

・
範

囲
安

全
度

の
確

保
定

量
評

価
評 価

1
ダ

ム
可

能
家

屋
移

転
等

は
完

了
し

て
い

る
。

○
波

積
ダ

ム
建

設
地

点
下

流
目

標
と

す
る

安
全

度
の

確
保

が
可

能
可

能
○

○

2
河

口
堰

困
難

正
常

流
量

に
対

す
る

不
足

分
の

補
給

は
上

流
か

ら
の

補
給

と
な

る
た

め
、

河
口

堰
で

は
対

応
で

き
な

い
。

×
－

－
－

－
×

3
湖

沼
開

発
困

難
流

域
内

に
湖

沼
は

な
い

。
×

－
－

－
－

×

4
流

況
調

整
河

川
困

難
北

川
、

南
川

の
支

川
を

有
す

る
が

、
流

況
が

同
様

で
調

整
で

き
な

い
。

×
－

－
－

－
×

方
策

実
現

性
正

常
流

量
(利

水
安

全
度

)の
確

保

対
策

案
の

選
定

備
考

地
域

の
特

徴
（

場
所

の
特

性
）

、
土

地
所

有
者

の
協

力
の

見
通

し
な

ど

評 価
効

果
の

内
容

・
範

囲
安

全
度

の
確

保
定

量
評

価
評 価

1
ダ

ム
可

能
家

屋
移

転
等

は
完

了
し

て
い

る
。

○
波

積
ダ

ム
建

設
地

点
下

流
目

標
と

す
る

安
全

度
の

確
保

が
可

能
可

能
○

○

2
河

口
堰

困
難

正
常

流
量

に
対

す
る

不
足

分
の

補
給

は
上

流
か

ら
の

補
給

と
な

る
た

め
、

河
口

堰
で

は
対

応
で

き
な

い
。

×
－

－
－

－
×

3
湖

沼
開

発
困

難
流

域
内

に
湖

沼
は

な
い

。
×

－
－

－
－

×

4
流

況
調

整
河

川
困

難
北

川
、

南
川

の
支

川
を

有
す

る
が

、
流

況
が

同
様

で
調

整
で

き
な

い
。

×
－

－
－

－
×

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

コ
メ

ン
ト

の
凡

例
赤

字
：

マ
イ

ナ
ス

の
要

因

評
価

の
記

号
【

正
常

流
量

確
保

】
○

：
対

策
効

果
・

範
囲

が
明

確
で

、
正

常
流

量
を

確
保

で
き

、
か

つ
定

量
評

価
が

可
能

×
：

上
記

い
ず

れ
か

が
不

可
能

－
：

実
現

性
評

価
が

×
の

た
め

、
評

価
対

象
外

。

方
策

実
現

性
正

常
流

量
(利

水
安

全
度

)の
確

保

対
策

案
の

選
定

備
考

地
域

の
特

徴
（

場
所

の
特

性
）

、
土

地
所

有
者

の
協

力
の

見
通

し
な

ど

評 価
効

果
の

内
容

・
範

囲
安

全
度

の
確

保
定

量
評

価
評 価

5
河

道
外

貯
留

施
設

可
能

沿
川

の
水

田
を

河
道

外
貯

留
施

設
と

す
る

。
土

地
所

有
者

の
同

意
に

時
間

を
要

す
る

。
△

河
道

外
貯

留
施

設
の

下
流

目
標

と
す

る
安

全
度

の
確

保
が

可
能

可
能

○
○

6
ダ

ム
再

開
発

（
か

さ
上

げ
・

掘
削

）
困

難
流

域
内

に
既

設
の

ダ
ム

は
な

い
。

×
－

－
－

－
×

7
他

用
途

ダ
ム

容
量

の
買

い
上

げ
困

難
流

域
内

に
既

設
の

ダ
ム

は
な

い
。

×
－

－
－

－
×

方
策

実
現

性
正

常
流

量
(利

水
安

全
度

)の
確

保

対
策

案
の

選
定

備
考

地
域

の
特

徴
（

場
所

の
特

性
）

、
土

地
所

有
者

の
協

力
の

見
通

し
な

ど

評 価
効

果
の

内
容

・
範

囲
安

全
度

の
確

保
定

量
評

価
評 価

5
河

道
外

貯
留

施
設

可
能

沿
川

の
水

田
を

河
道

外
貯

留
施

設
と

す
る

。
土

地
所

有
者

の
同

意
に

時
間

を
要

す
る

。
△

河
道

外
貯

留
施

設
の

下
流

目
標

と
す

る
安

全
度

の
確

保
が

可
能

可
能

○
○

6
ダ

ム
再

開
発

（
か

さ
上

げ
・

掘
削

）
困

難
流

域
内

に
既

設
の

ダ
ム

は
な

い
。

×
－

－
－

－
×

7
他

用
途

ダ
ム

容
量

の
買

い
上

げ
困

難
流

域
内

に
既

設
の

ダ
ム

は
な

い
。

×
－

－
－

－
×

評
価

の
記

号
【

実
現

性
】

○
：

実
現

す
る

こ
と

が
可

能
で

、
か

つ
実

現
に

向
け

た
見

通
し

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
△

：
実

現
す

る
こ

と
は

可
能

だ
が

、
土

地
所

有
者

の
協

力
、

関
係

者
調

整
、

法
制

度
、

技
術

的
観

点
か

ら
実

現
に

向
け

た
見

通
し

が
十

分
確

保
さ

れ
な

い
。

×
：

適
切

な
箇

所
、

施
設

が
な

い
等

か
ら

実
現

が
困

難
で

あ
る

。


